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直轄による権限代行実施の検討を行うための調査に着手します

～国道４１５号（氷見～羽咋）県境付近～

き た が わ く か ん

お問い合わせ先

◇富山河川国道事務所 計画課長 辻 裕和
住所：富山県富山市奥田新町2番1号
TEL：076-443-4717(直通) FAX：076-443-4718

◇金沢河川国道事務所 計画課長 水野 力斗
住所：石川県金沢市西念4丁目23番5号
TEL：076-264-9912(直通) FAX：076-233-9631 富山河川国道

事務所HP
金沢河川国道
事務所HP

つ じ ひろかず

みず の りき と

○富山県及び石川県が管理する国道４１５号(氷見～羽咋)の機能強

化については、１０月９日に開催された国道４１５号県境部に関

する有識者委員会※において、「起終点間を最短で結び、かつ周

辺集落との接続を確保する案」が対応方針として決定されたとこ

ろです。

○上記委員会からは、トンネル構造が想定される富山・石川県境付

近は地すべり地形に近接するため、リスクを軽減できる道路構造

や施工計画の検討が必要との意見を頂いています。

○県境付近の整備には、高度な技術力や施工管理能力が必要になる

と想定されることから、石川県知事及び富山県知事より、直轄権

限代行での事業化について要請を受けたことを踏まえ、直轄にお

いて有識者等の意見を聴きながら権限代行の必要性や妥当性に関

する検討を行うための調査に着手します。

※「国道４１５号県境部に関する有識者委員会」に関する情報は、以下のＨＰ
にて掲載しています。

http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/common/old/hakuihimi/index.html

ひ み は く い



H26.11供用
延長1.1km

事業中

H31.3供用
延長0.4km

415号 谷屋大野バイパス

延長4.2km

159号 羽咋道路

延長6.7km

富山県事業

事業中

H22.3供用
（Ⅰ期区間）
延長3.7km

R5.10.28供用
（Ⅱ期区間）
延長3.7km

石川県事業

415号 羽咋バイパス

延長7.4km

0

富山県西部地区と石川県中能登地区をつなぐ国道415号は、県境部に未整備区間が残る

未整備区間は路肩が狭く急カーブが連続し、大型観光バス等の通行に支障があるほか、大雪時には通行止めと

なるなど、幹線道路としての機能を十分に果たしていない状況

物流強化、観光立国の推進、災害に対するネットワークの重層化のため、能越自動車道と国道１６０号、のと里山

海道と国道１５９号の強化に加え、これらエッセンシャルネットワークへアクセスする国道４１５号の強化が必要

石川県

富山県

氷見市

羽咋市

宝達志水町

中能登町

R7年内開通予定
延長3.3km

4,619台/日

5,324台/日

20,721台/日

24,700台/日

9,638台/日 交通量：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査

羽
咋
市
兵
庫
町

宝
達
志
水
町
杉
野
屋

羽
咋
市
神
子
原
町

氷
見
市
谷
屋

氷
見
市
大
野

凡例

高規格道路

国道415号

国道

その他道路

供用中

事業中

調査区間

N

石川県
事業中 調査検討範囲

約5.2km

石川県

富山県

「国道４１５号県境部」の現状と課題

【立ち往生】
国道４１５号 氷見市熊無
トラック約７台（R6.1.23）
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菅池町集落
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「国道４１５号県境部」のルート帯について

約4.8km延長

50km/h設計速度

2車線車線数

■ルート帯の概要 ■ルート帯の特徴

●急カーブや急坂が解消し、走行性・安全性が向上する。トンネル区間があり、冬期の降積雪の影響を小さくできる。
●明かり区間は、降雨等による土砂災害のリスクがあるものの、地すべり対策によりリスクを小さくできる。
●集落の外縁を通過するものの、急カーブや急坂が解消し、羽咋市～氷見市間のアクセス性が向上することで、観光支援効果が期待される。
●バイパス区間は、地形の改変が必要なため、用地買収や家屋支障が生じる。
●氷見市論田と羽咋市菅池町の集落に直接アクセスすることができる。

住民、一般及び企業等がルート帯選定において特に重視すべきポイントは、「安全性、走行性向上」、「災害に強い道路ネットワーク
の構築」、「信頼性の高い物流機能の確保」、「集落とのアクセス性」であり、この4点に優れるルート帯が優位となる。
有識者委員会での意見及び氷見市・羽咋市の意見も参考として検討した結果、対応方針として、「起終点間を最短で結び、かつ周
辺集落との接続を確保する」ルート帯とする。

対応方針
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＜今後の検討課題＞

○計画区間については、地すべり地形付近を通過し、施工に伴う地山の変位が懸念されることから、

能登半島地震の被害状況を踏まえ、リスクを軽減できるよう道路構造や施工計画を検討

延長約4.8km

令和6年10月9日記者発表資料
国道415号県境部に関する有識者委員会（第2回） 開催結果のお知らせ（別紙１）に加筆


